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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「液晶ディスプレイ用光配向膜材料の開発とその配向特性に関する研究」と題し、光配向技術の

応用による液晶ディスプレイ（LCD）の画質および生産性向上を目的とし、新規な光配向膜の創出とその

配向特性について調べた成果をまとめたものである。本論文は日本語で記述され、全 7 章で構成されている。 
第 1 章「緒言」では、LCD 研究の歴史、現状および課題について述べるとともに、液晶の物性、光配向

技術について概説し、本研究の意義、目的について述べている。 
第 2 章「トリアセチルセルロース薄膜中におけるアゾベンゼンクロモニック液晶の光配向」では、ポリマ

ーマトリクス中に分散した二色性アゾ色素光配向膜の LCD 用インセル偏光板としての利用可能性に着目

し、オーダーパラメータ（S）向上について検討した結果について述べている。アゾ色素として光配向性と

クロモニック液晶性を併せ持つブリリアントイエロー（BY）、ポリマーマトリクスとして BY に適した疎水

性マッチングを持つトリアセチルセルロース（TAC）を組合せたコンポジット膜（BY/TAC フィルム）にお

いて、光配向処理時の照射エネルギーと BY の分子分散状態を制御することにより光配向膜として非常に高

いオーダーパラメータを実現している。さらに、続く加湿処理によって BY のクロモニック液晶性を発現し、

非接触の配向プロセスとして飛躍的に高いオーダーパラメータ（S = 0.81）を達成している。XRD 分析に

より、この大幅なオーダーパラメータ向上効果が、加湿処理による BY の 1D ネマティックライク配向から

2D レクタンギュラー配向への構造的再配向によるものであることを明らかにしている。 
第 3 章「アゾ色素光配向膜による LCD 用補助偏光板」では、第 2 章で開発した飛躍的に高いオーダーパ

ラメータを持つ BY/TAC フィルムを LCD 用補助偏光板として適用した際の効果について調査している。

BY/TAC フィルム（S = 0.81）を従来の LCD 構成に適用することにより、LCD の黒表示時の青みを大幅に

低減し、コントラストを向上できることを示している。 
第 4 章「シクロブタン含有ポリイミド光配向膜の分子構造－液晶配向特性相関」では、横電界方式 LCD

（IPS-LCD）用光配向膜としてシクロブタン含有ポリイミド光配向膜に着目し、その芳香環部位を一連に

変更した 5 種の材料における液晶配向均一性、ヒステリシス特性について調査している。光配向膜材料のク

ロモフォアの分子構造が液晶配向特性に重要な影響を与えることを明らかにし、その構造特性相関について

議論している。 
第 5 章「シクロブタン含有ポリイミド光配向膜の高感度化に関する研究」では、光配向膜の感度向上に向

けて、光開裂部位であるシクロブタン環への置換基効果について述べている。シクロブタン環に置換基を導

入することにより、低照射光量において高い液晶配向特性を実現できることを示し、感度の大幅な向上を実

現している。 
第 6 章「ポリアミド酸アルキルエステル光配向膜材料によるヒステリシス特性の向上」では、ポリイミド

光配向膜の前駆体であるポリアミド酸をアルキルエステル化することによる、ヒステリシス特性の向上効果

について述べている。光配向膜材料の分子量がヒステリシス特性に重要な影響を与えることを明らかにし、

かつ、ポリアミド酸が加熱イミド化時の熱分解により低分子量化することを示した。ポリアミド酸アルキル

エステル光配向膜材料を開発することにより、加熱イミド化時の熱分解を抑制することができ、ポリアミド

酸光配向膜材料に対してヒステリシス特性を大幅に向上可能であることを示している。 
第 7 章「結言」では、本論文を総括している。 

これを要するに、本論文は LCD への光配向技術適用による高画質化、生産性向上に向けて、新規な光配向

膜材料を開発し、その配向特性について明らかにしたものであり、工学上貢献するところが大きい。よって、

本論文は博士（工学）の学位論文として十分な価値があると認められる。 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 


